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悔 やぎ食ひと夷泡サロ 庖 しま

食｡ 先 が･ら 食 が 鶉ざ は 諦 観 まで､
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†9 69 年仙台市出身｡
宮城学院女子短期大学家政学科卒｡

酒 と温泉をこよなく愛し､ 健康的に飲む

食生活の普及 に努め て いる ｡

｢ 仙台なび っ く｣ ｢ 東北ろ つ けん パ
ー

ク｣

勤務時は ､ 商店街の 活性化を軸とした

復興支援事業に携わ り､ 観光物産企画
･

被災地産品販売支援を務め た｡

2 01 5 年 に
一

般社団法人I ki Z e n を設立 ､

代表理事｡

管理栄養士と して ､
小中規模の生産者が

抱える課題の解決の ため の ビジネ ス サポ
ー ト

に取り観ん で い る｡

宮城県6 次産衰化プランナ
ー

､

石 巻市6 次産業化
･

地産地消推進セ ンタ
ー 支援員､

復興庁 ハ ン ズオ ン事業支援員｡
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毎回らテ ー マ呈て即 して廃城食ス即 /レで
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この夜､ 新たは コ ー ヂン友 一 ダー セ

知力有細 置ザスト講師をみ滞 れ ､

せ引 こ嫡足鹿島く吏流してい ただ
､

【ナる

サロ ンモ 巨汀盲して バしジらゝア､′ずしまし声｡
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1 9 72 年､ 仙 台市出身｡

年間80 0 個以上 の プリ ンを食 べ る

大 の プリ ン好き｡

47 都道府県の ご当地 プリ ンを作る ことを

自ら の ミ ッ シ ョ ン と し
､
プリ ン の 奥深い

魅力を伝え､ 材料 の産地見学から製法や店

づくり､ 運営接客まで幅広.
く プ ロ デ ュ ｢ ス

伝授する ｢ プ リ ン マ ン ｣ ｡

全国の ｢ 本気の生産者｣ に触発され ､

宮城県の ｢ い い食材い い生産者｣ 探 しも

ライ フ ワ ー クと して い る~
｡

テ レ ビ番組 ｢ マ ツ コ の知らない世界｣ で は

プリ ン専門家と して 紹介され､
:マ ツ コ

･ デ ラ ッ ク ス をも唸らせた
｡

国際プリ ン協会会長 ｡

■

詳 しくは(h tt p ://11 p u ri n . c o n) を どうぞ ｡

1 9 78 年､ 青森県下北半島出身｡

東北学院大学種済学部経済学科卒｡

嘗讐詣姦警
客管理の 営業､ セミナ ~

講師

飲食人の 一 番の サポ ー タ
ー と な る べ く､

社内シ ス テ ム コ
ー チ ン グ

､
顧客管理 シ ス テ ム

の 販 売､ メ デ ィ ア レ セ プ シ ョ ン (P R) を中心

に務める ｡

信条は ､ ①飲食人 の 社外N O . 1 の 右腕 にな る

②目 の前 の 人 ､
モ ノ

､ 事 に ､ 真筆 で ある こ と

③悩んだ ら､ わ くわくする方を選ぶ ｡

東北の 食や生産者に関する情報の発信を

行うW EB メ デ ィ ア ｢ フ
ー ドス タ ジ ア ム 東北｣

編集長 ｡

(h t t p :// t oh ok u . f o od
-

S t a di urn . c o m)




